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兵庫県下におけるアンペライの自生地の現状について
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要　　旨

兵庫県におけるアンペライの自生地として知られる明石市大久保町を中心とする地域，および家島群島の

男鹿島の２地域において，その自生地の特定と，生育の現状について調査した．その結果，大久保町地域で

は，7 ヶ所のため池に現存・自生を確認した．また，男鹿島においては，島中央の山間部の湿地に，計８ヶ

所に群落をなして自生しているのがみられた．大久保町地域のため池では，池の立地その他いくつかの要因

により，生育状況に差異がみられ，男鹿島の山間部自然地に自生のものは，おしなべて非常によい生育状況

を示していた．大久保町地域での調査で，新たに 2 ヶ所の自生地が確認されたものの，同時に，以前に確

認されていたところが 2 ヶ所消滅し，保全対策が急務であることが示唆された．
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はじめに

アンペライ（別名：ネビキグサ）は，兵庫県で絶滅

危惧種 B ランクに指定される種で（兵庫県編，2003），

予てから明石市大久保町周辺は，近畿地方でも数少ない

自生地の一つとして知られ，いくつかのため池に生育す

ることが確認されている（角野，1994）．しかし，これ

らの詳細な分布や生育状況についての報告はなく，保全

のための情報は不足している．この地域のアンペライの

自生地は，ため池とされているが，近年の農業の形態の

変化や地域開発によるため池の消失，あるいは改修工事

などが，アンペライの生育地に影響を及ぼすことが指摘

される．

そこで筆者らは，アンペライの保全に必要な基礎情報

を得ることを目的に，神戸市西区の一部を含む明石市大

久保町を中心とした 80 余ヶ所のため池，および周辺の

湿地と自然が残る山間の谷筋など，ならびに兵庫県下の

もう一つの生育地と報告されている家島群島の男鹿島の

自生地での生育状況，生育環境を調査したので報告する．

調査対象

調査対象であるアンペライ（別名：ネビキグサ）

（Machaerina rubiginosa (Spreng.) T. Koyama） は，

カヤツリグサ科アンペライ属の多年生植物で，太くて長

い地下茎をもち，その所々から株立ちし群落をつくる抽

水～湿地性植物で，日当たりのよい湿地を好む（写真１）．

茎の高さ 50 ～ 100 ｃｍほどで，葉は根生し，平滑で

光沢なく，径 4 ～ 6 ｍｍの断面は円形または楕円形で，

細長く，先は尖っている．花期は 5 ～ 9 月頃．茎の先

端に数個の花序を（写真２）つくり，5 ～ 6 ｍｍの赤褐

色の小穂をつける（大橋他編，2008）．

分布は，日本，インドネシア，インド，スリランカ，

オーストラリア等で，国内では，東海地方以西の本州，

四国，九州および琉球諸島の各地に分布している．分

布の北限は，日本海側で島根県東部とされている（島
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根県編，2004）．近畿地方では，兵庫県，大阪府およ

び三重県のみ（いずれも数ヶ所のみ）で，生育地は海

岸に近い湿地とされる（明石市編，1998）．また，和歌

山県でも紀南地方に分布が確認されている（和歌山県

編，2001）．兵庫県下では，明石市大久保町と家島群島

の男鹿島の二地区のみ（明石市編，1998）で，以前，

明石市では 1992 年に 7 ヶ所が報告されている（角野，

1994）．

絶滅危惧種としての指定状況については，兵庫県レ

ッドデータブックで B ランクとされている（兵庫県編，

2003）ほか，次の自治体でそれぞれの基準のランクに

指定されている．大阪府では CE（絶滅危惧Ⅰ類），和

図１　調査地点図（明石市大久保町周辺）

写真１　アンペライの群生 写真 2　アンペライの花序
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表１　調調査対象としたため池の名称および位置

　　　？は池の名称が不明であることを示す．＊は調査時点で池が消滅していたことを示す．
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歌山県では NT（準絶滅危惧），島根県では VU（絶滅

危惧Ⅱ類），徳島県では VU（絶滅危惧Ⅱ類），香川県で

は NT（準絶滅危惧），熊本県では CR（絶滅危惧Ⅰ A

類），沖縄県では VU（絶滅危惧Ⅱ類）に指定されてい

る（大阪府編，2000；和歌山県編，2001；島根県編，

2004；徳島県編，2001；香川県編，2004；熊本県編，

2004；沖縄県編，2006）．

調査方法

調査は 2009 年 1 月から 3 月にかけて，兵庫県明石

市大久保町を中心に，神戸市西区の一部を含めたため

池 87 地点および周辺山間の谷筋，湿地などおよそ 10

ヶ所（図 1，表 1），ならびに家島群島男鹿島の自生地，

山間の湿地 8 ヶ所（図 3）において行った．大久保町周

辺については，すでによく知られている生育環境，標高

等を念頭に，調査域を丘陵部に重点を置き，特に古地図

を参照し，往時，丘陵地の谷筋であったところとその周

辺，および谷を利用して造られたため池などを重点的に

踏査し，平野部（沖積地質のところ）の海岸近くの多く

（平坦地の田畑の中の皿池など）は対象から省いた．調

査日数は，明石市大久保町および神戸市西区周辺でのべ

17 日間，男鹿島の自生地でのべ 2 日を要した．

調査地では，ため池岸または湿地周辺を踏査して，ア

ンペライの生育の有無を確認し，アンペライの分布が

確認された場合は，それぞれの場所において分布位置

を図示するとともに，おおよその群落の大きさを目測

し，記録した．また，生育地の標高は，国土地理院の

1/25,000 地形図より読み取り，記録した．

結　　果

明石市大久保町周辺における分布状況

調査の結果、本種の生育が確認できたのは７地点で，

既報で分布が確認されている主池（No. １）および釜谷

池群（釜谷池（No.3），中笠池（No.5）および岩蛇池

（No.6）），喰ヶ池（No.10）の 5 ヶ所および，新たに確

認された上池（No.29）および無名の池（No.18）の計

７ヶ所で，その他のため池や湿地，あるいは谷筋での

生育は確認できなかった．この無名の池（No.18）は個

図２　大久保町周辺のため池に生育するアンペライの詳細分布

　　　図中の番号は図 1，表 1 に符合する．数値は群落のおおよその大きさ（幅 (m) ×長さ (m)）を示す．
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人所有の池で，市のため池管理台帳での記載もなく，所

在地も谷間の最奥で，通常ゲートが閉じられており，め

ったに人が接近できない環境にあった．稲葉池（No.4）

および八十島池（No.33）においては，角野（1994）

が本種の分布を報告しているが，今回の調査では確認で

きなかった．なお，八十島池は，2009 年 2 月現在，水

が抜かれ，長期にわたる大掛かりな改修工事が進行中で

ある．

上記のため池におけるアンペライの生育地の位置，お

よび群落数，面積についての概要を図 2 および表 2（1）

に示す．

主池（No.1）のアンペライの群落は，池の西北部の

奥まった一角で，一辺およそ 20 ｍの正三角形状に平面

的に広がっていた．生育立地は，通常，水深はほとんど

なく，水際にはアシ，土手際にはアンペライと領分を分

け合い，一部は混生していた．アンペライ群落の一部で

　　　（１） 明石市大久保町の生育地（ため池）

　　　（２） 家島群島男鹿島の生育地（自然地）　

表２　アンペライの生育する場所の特徴および生育状況



―  60 ―

人と自然　Humans and Nature no.20 (2009)

は，低木の侵入が確認されているが，生育状況は密で青々

とし色よく，背丈もあって勢いもあり，全般的には良好

な状態であった．また，アンペライは，湧水が豊かで，

背の低いモウセンゴケの仲間やシンジュガヤ属などが広

がっている植分には生育していなかった．

釜谷池群のアンペライ群落は，釜谷池（No.3），中笠

池（No.5），岩蛇池（No.6）のそれぞれ自然の堤をなし

ている立地に分布していた．釜谷池（No.3）では，北

西部のやや広い自然の堤をなすところに，約５群がの

べ長さ数 10 ｍにわたり断続的に生育していた．中笠池

（No.5）では，西側の広い緩斜面の土手際に湧水個所が

あり，そこより下った水際に，幅約 1 ～ 2 ｍ，長さ約

20 ｍの細長い形状で分布しており，生育状況はやや貧

弱であった．岩蛇池（No.6）では，池西側の急な土手

斜面の水際に，断続的に叢をつくり 10 ヶ所以上に生育

しており，背面から低木，アシ等に迫られているが生育

状況はよい．釜谷池群の一つである稲葉池（No.4）では，

かつてアンペライが生育していたとされているが，今回

の調査では確認できず，今は堤のほとんどがコンクリー

トで固められているために，生育に適した場所がない．

喰ヶ池（No.10）のアンペライの群落は，池の北面の

中央部の水際から水中に位置し，幅 1 ～ 2 ｍ，長さ約

20 ｍに広がっていた．生育状況は，きわめて良好で，

色よく成長もよかった．

上池（No.29）のアンペライの群落は，ため池上流側

の自然の堤の奥まった北東の一隅に，約 5 ｘ 15 ｍの面

積で分布していた．本群落は，水深のある前面にアシ，

後面にササに挟まれていたが，生育状況は非常によかっ

た．

無名の池（No.18）は，今回の調査で新しく確認され

たアンペライの生育地で，重ね池の最奥に位置して自然

堤がよく残されており，アンペライはその池の西面の水

際に，およそ 2 ｘ 25 ｍの面積で群生していたが，生育

状況はあまりよくなく，アシと混生の状態であった．

生育が確認されたため池の分布をみると，いずれも明

石川のすぐ西に位置し，大阪層群の西端，高位段丘層を

形成する丘陵の裾部の標高 30 ～ 50 ｍのところに位置

していた．この丘陵部には，入り組んだ小さな谷筋がい

図３　男鹿島におけるアンペライの自生地の概略図
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くつもあって，古くから農耕用のため池（重ね池）が造

られてきており，アンペライの生育地は，この狭い地域

に限定されていること，また，この標高域以外には確認

されていないことなどから，アンペライの分布には地形

が影響している可能性がある．また，この地域の多くの

ため池が，開発などの目的で埋立てられたが，それらの

いくつものため池にアンペライが生育していたと，土地

の年配者の証言もあり，この地域にアンペライの自生地

が集中している要因などについては，今後の検討課題と

したい．

家島群島男鹿島における分布状況

調査の結果，島中央部の山中にて７ヶ所，島の南西部

にて１ヶ所でアンペライ群落が確認された（図 3，4）．

島中央部の山中における群落は，標高 70 ～ 140 ｍの範

囲に分布しており，生育地はいずれもウバメガシを主体

とする高さ 2m 内外の低木林やコシダ，ススキなどの草

地の中の小さな谷部，あるいは小湿地で，アンペライの

生育状況は非常に良好であった（表 2（2））．この島は

全体が花崗岩から成っているが，この基盤岩上にのって

いる土壌の厚みは，付近の採石地の切り立った崖の断面

からの観察では，非常にわずかで1ｍ未満と推測された．

図４　男鹿島のアンペライ生育地の概要

○は地点番号を示す．数値は生育地の概ねの幅W(m)と長さL(m)を示す．（　）内の数値は矢印の地点の標高(m)を示す．
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しかし，生育地の小さな谷筋などには，豊かな水の滲み

だしがみられ，周辺とは異なる湿地性の植物で占められ

ているのがみられた．

島の西南部における群落は，島の平地部で田ノ浜から

池ノ浜に向かう道路際に沿って，幅 0.5 ～ 1 ｍで分布し

ていた（図 3 ⑧）．生育状況は，疎らで細々としており，

あまり良好ではなかった．

島での調査は時間と労力の制限ある中で行われたの

で，今回確認された群落が，すべての生育地を示してい

るとは断言し難い．今後，さらに綿密な調査，追調査を

試みることを検討したい．
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